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平成２８年度第１回みやま市教育委員会定例会会議録 

 

 

◆召集日時  平成２８年４月１５日 午後２時３０分 

◆召集場所  みやま市役所山川支所 ２階 第４会議室 

 

１．出席教育長・教育委員（５名） 

・教育長 長 岡 廣 通 

・委員  堤   央 宜 

・委員  早 川 京 子 

・委員  井 上 正 明 

  ・委員  樺 島 靖 子 

 

 

２．欠席委員（なし） 

 

３．事務局出席者（１４名） 

・教育部長           大 津 一 義 

・学校教育課長         加 藤 武 美 

・社会教育課長         野 田 圭一郎 

・指導室長           藤 岡 育 代 

・社会教育課課長補佐      古 賀 富美子 

・総務係長           吉 川  春 美 

・学務担当係長         松 尾 郁 代 

・学校給食担当係長       岡   俊 幸 

・学校再編推進係長 河 野 成 嗣 

・指導室指導主事        待 鳥 博 人 

・指導室指導主事        江 上 靖 則 

・指導室指導主事        伊 井 和 子 

・教育研究所長         今 村 田鶴子 

・図書館長           猿 渡 恵 子 

 

４．議事日程 

（１）会期の決定について 

（２）会議録作成者の指名について 

（３）会議録署名委員の指名について 

（４）議案第１号 みやま市社会教育委員の委嘱について 
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（５）報告事項 

（６）次回教育委員会について 

                                        

 

【午後２時００分 開会】 

 

【教育長】  地震に対する学校への対応について、今後も状況を見ながら行っていく。

４月１１日の校長会において、裾野教育の実践化について示している。保

護者含め市民の機運を高めていきたい。教育委員の皆様へも啓発にご尽力

いただきたい。 

ただいまから、平成２８年度第１回みやま市教育委員会定例会を開会いた

します。これよりただちに本日の会議を開き、議事日程に従い議事を進めて

まいります。 

 

○日程第１  第１回みやま市教育委員会定例会の会期は平成２８年４月１５日 

の１日間とする。 

・・・全員同意 

 

○日程第２  会議録作成者は総務係長吉川春美とする。 

・・・全員同意 

 

○日程第３  会議録署名委員の指名については教育長と堤央宜委員 

とする。 

・・・全員同意 

 

○日程第４  議案第１号 

○みやま市社会教育委員の委嘱について 

【社会教育課長】－提案理由の説明－ 

【教育長】   ・質疑等ございませんか。 

【教育長】   ・議案通り可決するものとしてよろしいですか。 

         「異議なし」 

・・・可決 

○日程第５  報告事項 

  ○教育部長 

【教育部長】   ・３月定例会議決の報告。 

        ・前回教育委員会からの主なイベントの報告とお礼。 

        ・今後の行事で主なものを紹介。 
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    ○学校教育課長 

【学校教育課長】・みやま市立小中学校全校の学校紹介の記事が、5/20以降毎週１校

ずつ有明新報にされる。 

 

        ・桜舞館小学校落成式後の見学会のご案内。 

 

【学務担当係長】・資料Ｐ18小中学校児童生徒数の報告（外部秘）。 

 

【学校給食担当係長】・４月以降異物混入が何件か発生している、充分注意してやって

いきたい。 

 

【学校再編推進係長】 

  ・5/21桜舞館落成式への出席依頼。統合協議会だよりのダイジェ

スト版配布のお知らせ。 

 

        ・Ｐ19桜舞館小学校からの指定中学校について説明。 

 

【井上委員】  ・平成 28年度それぞれの区域の市立中学校に進学しなかった児童

が何名であったか伺いたい。 

 

【待鳥主事】  ・瀬高中【大江 6、南 5、上庄 1、本郷 1、下庄 3】東山中【水上 6、

清水 4（3）】山川中【0】高田中【二川 1、岩田 3】 

   計３０（２９）名。 

 

【井上委員】  ・山川中学校が０人なのは理由があるのか。 

 

【待鳥主事】  ・学校への信頼が厚いことは一因であろう。 

 

【教育長】   ・山川中は、職員のチーム力があり、保護者も信頼しているとい

うところがある。今後各中学校が生徒を取り戻すには、小中大

連携の推進・保護者への啓発をしつつ、授業力・学力向上を以

て実績で勝負するしかない。危機感を持って当たるよう５月の

校長会で伝えていきたい。 

 

【樺島委員】  ・私立中学校への進学先を教えてください。 

 

【待鳥主事】  ・主な進学先を紹介（後に資料配布。）。 
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【早川委員】  ・桜舞館小学校の指定中学が山川中学校とのことだが、今でも教

室が狭い印象だが、改装等の予定があるのか。 

 

【教育部長】  ・統合の説明会の際にも質問が出た。元々山川の二つの小学校の

生徒を対象に建てられた校舎であり、色々検討したが教室の拡

張は難しい。 

 

【樺島委員】  ・児童生徒数の動向を伺いたい。 

 

【学務担当係長】 ・昨年比で小学校は３０名減少し、中学校は２０名増加した。 

 

【樺島委員】  ・清水小学校に難聴の特学ができているが、特殊な施設や設備な

どの対応が難しいのではないか。 

        

【学務担当係長】 ・清水小学校と教育委員会で、久留米の聴覚支援学校に相談して

検討する中で、考えられる様々な支援策のうち、補聴器（ＦＭ

送信機）を教師・生徒が持って授業を行う事とした。これで授

業内容の聞き取りと周りの児童の様子を知ることが出来る。 

施設面などで万全な整備とはいかないが、随時様子を確認して

いく。 

 

【早川委員】  ・清水小学校の入学式に出席したが、式典でも呼びかけに対応で

きていた。校長先生に伺ったところ、人工内耳を埋め込む手術

をしており、全く聞こえないわけではないという事だった。 

 

【教育長】   ・江浦小学校、現高田中学校にもＦＭを使用する生徒がいる。今

回は地元の学校に通わせたいとの親の希望があった。出来るだ

けの環境整備を行うことと、この児童だけでなく他の障害のあ

る児童生徒への周りの児童生徒の接し方など、全体での指導が

必要である。 

 

 ○指導室 

【指導室長】   ・報告事項５点について、各担当が説明します。 

 

【江上主事】  ・資料Ｐ20-21 平成２８年度みやま市立小・中学校の学校訪問に

ついて説明。 

【待鳥主事】   ・資料Ｐ22生徒指導に関する諸問題行動等調査結果の内容を報告。 
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        ・昨年１１月に起きた瀬高中学校生徒による大江神社の器物破損、

3/11瀬高中学校卒業式における問題行動について報告。 

 

        ・資料Ｐ23小・中学校不登校児童生徒の状況報告（小・中学校と

も学校復帰が前年度より大きく伸びている。）。 

       

        ・資料Ｐ24平成 28年度みやま市小中学校関連行事日程報告。 

 

【伊井主事】  ・適応指導教室「さくら」３月の利用状況報告。4月から入室者が

いないことから、今月下旬から不登校の多い学校を中心に訪問

して、入室を勧めていく。 

 

【研究所長】  ・資料Ｐ26みやま市教育研究所運営委員・研究員等の報告。 

 

【教育長】   ・ここまでのところで何か質問はありませんか。 

 

【井上委員】  ・先ほどの報告で、瀬高中学校の卒業式に卒業生 2名が出席しな

かったとのことだが、理由は把握しているか。 

 

【待鳥主事】  ・二人とも不登校の生徒で出席したくないと思ったのと、前日に

学級担任が家庭訪問で親御さんを交えて、式での服装・髪型に

ついて指導したが、当日茶髪や刈上げた変形のヘアスタイルで

あったため、出席できなかった。 

 

【井上委員】  ・そのことについて、保護者への連絡はしているのか。卒業証書

はどうやって渡したのか。 

 

【待鳥主事】  ・14 日、15 日に学級担任又は副担任が各家庭へ行って手渡した。 

 

【井上委員】  ・卒業証書を学級担任や副担任が渡すのか。 

 

【指導室長】  ・今回の問題行動について聞き取ったところ、学校はきちんと手

順を踏んで処理されたと把握している。ただし大切な公文書で

ある卒業証書を、担任・副担任のみが手渡したことについては

問題であるとして、学校長含め指導をしてきた。 

 

【堤委員】   ・Ｐ20-21学校訪問の表記が分かりにくい（タイプの注釈、要綱の

語句との整合性等。）。 
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【指導室長】  ・市単独ものを事務所と合同の学校訪問に合わせたい。 

 

【井上委員】  ・Ｐ23の資料中、不登校児童生徒のいる小学校・中学校名につい

て質問。 

 

【待鳥主事】  ・学校名を報告。 

 

【教育長】   ・個別に環境・要因も違う、担任だけでなく学校がチームとして

対策していく事が必要。 

 

      ○社会教育課 

【社会教育課長】 ・資料Ｐ27旧山門炭鉱跡の文化財の指定に関する諮問書について

説明。 

 

        ・ふるさと文化みやま物語を、教育委員へ配布して説明。 

 

        ・健康長寿を支える効力学修の推進のため「いきいき手帳」の取

り組みを、瀬高・山川のはつらつ塾、くすのき学級、きじ車学

級において、今年度は試行といった形で進めていきたい。 

    

 【教育長】    ・ふるさと文化みやま物語については、小学校高学年・中学校に

おいて活用が期待できる。 

         ・みやま市の社会教育は活発な反面、高齢化も進んでおり、指導

者の育成が課題である。 

 

【井上委員】   ・関西の小学校で子ども同士のじゃれごとから、喧嘩になり相手

が重篤な事態となった。こういったことが今どこの自治体でも

起こり得ると考えて対応していかなければならない。 

 

【指導室長】   ・ご指摘の通りである。まずは学校長がそういった意識高めてい

くよう、校内では各事例について新聞記事等を使って生徒指導

を行うよう指導していきたい。 

 

【待鳥主事】   ・少子化の影響で兄弟喧嘩などの経験がなく、エスカレートして

しまい限界が分からないといったことがある。指導室長が申し

上げたような指導法を取っていく必要性は大きい。 

 

【樺島委員】   ・高校の進学先の資料を頂きたい。 
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【待鳥主事】   ・承知した。 

 

○日程第６  次回教育委員会について  

◎ 次回定例会 平成２８年５月１６日（月）午後２時００分～ 

 

 

【教育長】  これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。平成２８年

度第Ⅰ回みやま市教育委員会定例会を閉会します。 

 

【午後２時５７分 閉会】 

 

 


